
都市計画道路中３・３・１０号海岸通線ほか１路線を次のように変更する。

区　域 備考

番号 路線名 起　点 終　点
主　な
経過地

延　長
構　造
形　式

車　線
の　数

幅員
地表式の区間における
鉄道等との交差の構造

３・３・１０ 海岸通線
鹿児島市
小川町

鹿児島市
和田町

鹿児島市
甲突町

約
12,380m

地表式 ４車線 27m

自動車専用道路と立体交差
1箇所
幹線街路鴨池港線、小松原
山田線及び本城和田線と立
体交差
幹線街路と平面交差33箇所

約
4,270m

約
8,110m

３・２・６ 駅前本通線
鹿児島市
小川町

鹿児島市
南林寺町

鹿児島市
金生町

約
2,000m

地表式 6車線 36m
幹線街路と平面交差10箇所
併用軌道区間あり

約
670m

約
1,330m

面積約
10,000㎡

「区域及び立体的な範囲は計画図表示のとおり」

6車線

計　　画　　書

鹿児島都市計画道路の変更（鹿児島市決定）

4車線

幹
線
街
路

4車線

2車線

　なお、鹿児島市浜町地内に鹿児島駅前広場を設ける。

種
別

名　　　称 位　　　置 構　　　造

車線の数の内訳

車線の数の内訳
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海岸通線

区　域 備考

番号 路線名 起　点 終　点
主　な
経過地

延　長
構　造
形　式

車　線
の　数

幅員
地表式の区間に
おける鉄道等との
交差の構造

3・3・10 海岸通線
鹿児島市
小川町

鹿児島市
和田町

鹿児島市
甲突町

約12,380m 地表式 4車線 27m

自動車専用道路と
立体交差１箇所
幹線街路鴨池港
線、小松原山田線
及び本城和田線と
立体交差
幹線街路と平面交
差33箇所

約4,270m

約8,110m

鹿児島市
小川町

鹿児島市
小川町

鹿児島市
小川町

約160ｍ 地表式 2車線 15m
幹線街路と平面交
差1箇所

鹿児島市
小川町

鹿児島市
堀江町

鹿児島市
住吉町

約1,370m 地表式 4車線 25m
幹線街路と平面交
差6箇所

鹿児島市
堀江町

鹿児島市
郡元三丁目

鹿児島市
下荒田
四丁目

約3,780m 地表式 4車線 27m

自動車専用道路と
立体交差１箇所
幹線街路鴨池港
線と立体交差
幹線街路と平面交
差11箇所

鹿児島市
郡元三丁目

鹿児島市
小松原
一丁目

鹿児島市
宇宿三丁目

約2,960m 地表式 4車線 25m
幹線街路と平面交
差7箇所

鹿児島市
小松原
一丁目

鹿児島市
小松原
二丁目

鹿児島市
東谷山
一丁目

約1,020m 地表式 2車線 30m

幹線街路小松原
山田線と立体交差
幹線街路と平面交
差2箇所

鹿児島市
小松原
二丁目

鹿児島市
谷山中央
二丁目

鹿児島市
小松原
二丁目

約510m 地表式 2車線 15m
幹線街路と平面交
差１箇所

鹿児島市
谷山中央
二丁目

鹿児島市
谷山中央
二丁目

鹿児島市
谷山中央
二丁目

約250m 地表式 2車線 18m
幹線街路と平面交
差2箇所

鹿児島市
谷山中央
二丁目

鹿児島市
和田町

鹿児島市
谷山中央
二丁目

約2,330m 地表式 2車線 15m

幹線街路本城和
田線と立体交差
幹線街路と平面交
差3箇所

面積約
6,500㎡

前

幹
線
街
路

車線の数の内訳

2車線

4車線

構造形式の内訳

なお、鹿児島市浜町地内に鹿児島駅前広場を設ける。

構　　　造

変　更　対　照　表

区
分

種
別

名　　　称 位　　　置
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区　域 備考

番号 路線名 起　点 終　点
主　な
経過地

延　長
構　造
形　式

車　線
の　数

幅員
地表式の区間に
おける鉄道等との
交差の構造

3・3・10 海岸通線
鹿児島市
小川町

鹿児島市
和田町

鹿児島市
甲突町

約12,380m 地表式 4車線 27m

自動車専用道路と
立体交差１箇所
幹線街路鴨池港
線、小松原山田線
及び本城和田線と
立体交差
幹線街路と平面交
差33箇所

約4,270m

約8,110m

鹿児島市
小川町

鹿児島市
小川町

鹿児島市
小川町

約160ｍ 地表式 2車線 15m
幹線街路と平面交
差1箇所

鹿児島市
小川町

鹿児島市
堀江町

鹿児島市
住吉町

約1,370m 地表式 4車線 25m
幹線街路と平面交
差6箇所

鹿児島市
堀江町

鹿児島市
郡元三丁目

鹿児島市
下荒田
四丁目

約3,780m 地表式 4車線 27m

自動車専用道路と
立体交差１箇所
幹線街路鴨池港
線と立体交差
幹線街路と平面交
差11箇所

鹿児島市
郡元三丁目

鹿児島市
小松原
一丁目

鹿児島市
宇宿三丁目

約2,960m 地表式 4車線 25m
幹線街路と平面交
差7箇所

鹿児島市
小松原
一丁目

鹿児島市
小松原
二丁目

鹿児島市
東谷山
一丁目

約1,020m 地表式 2車線 30m

幹線街路小松原
山田線と立体交差
幹線街路と平面交
差2箇所

鹿児島市
小松原
二丁目

鹿児島市
谷山中央
二丁目

鹿児島市
小松原
二丁目

約510m 地表式 2車線 15m
幹線街路と平面交
差１箇所

鹿児島市
谷山中央
二丁目

鹿児島市
谷山中央
二丁目

鹿児島市
谷山中央
二丁目

約250m 地表式 2車線 18m
幹線街路と平面交
差2箇所

鹿児島市
谷山中央
二丁目

鹿児島市
和田町

鹿児島市
谷山中央
二丁目

約2,330m 地表式 2車線 15m

幹線街路本城和
田線と立体交差
幹線街路と平面交
差3箇所

後

幹
線
街
路

車線の数の内訳

2車線

4車線

構造形式の内訳

構　　　造
区
分

種
別

名　　　称 位　　　置
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駅前本通線
区　域 備考

番号 路線名 起　点 終　点
主　な
経過地

延　長
構　造
形　式

車　線
の　数

幅員
地表式の区間に
おける鉄道等との
交差の構造

前

幹
線
街
路

3・2・6 駅前本通線
鹿児島市
小川町

鹿児島市
南林寺町

鹿児島市
金生町

約1,810m 地表式 36m

3・2・6 駅前本通線
鹿児島市
小川町

鹿児島市
南林寺町

鹿児島市
金生町

約2,000m 地表式 6車線 36m
幹線街路と平面交
差10箇所
併用軌道区間あり

約670m

約1,330m

鹿児島市
小川町

鹿児島市
山下町

鹿児島市
山下町

約670m 地表式 4車線 36m
幹線街路と平面交
差6箇所
併用軌道区間あり

鹿児島市
山下町

鹿児島市
南林寺町

鹿児島市
大黒町

約1,330m 地表式 6車線 36m
幹線街路と平面交
差4箇所
併用軌道区間あり

面積約
10,000㎡

6車線

構造形式の内訳

なお、鹿児島市浜町地内に鹿児島駅前広場を設ける。

区
分

種
別

名　　　称 位　　　置 構　　　造

後

幹
線
街
路

車線の数の内訳

4車線
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理 由 書

鹿 児 島 駅 周 辺 地 区 に つ い て は 、 鹿 児 島 の 北 の 玄 関 口 と し て 、

鉄 道 、 市 電 、 バ ス 、 フ ェ リ ー な ど の 公 共 交 通 機 関 が 集 積 し て い

る 一 方 で 、 交 通 相 互 の 結 節 機 能 や 待 合 環 境 が 十 分 と は 言 え ず 、

ま た 、 公 共 公 益 施 設 の 移 転 等 に 伴 う 地 区 の 活 力 低 下 へ の 対 応 が

必 要 と な っ て い る 。

『 鹿 児 島 都 市 計 画 都 市 計 画 区 域 の 整 備 、 開 発 及 び 保 全 の 方

針 』 及 び 『 か ご し ま 都 市 マ ス タ ー プ ラ ン 』 に お い て は 、「 旧 国 鉄

用 地 等 を 活 用 し た 鹿 児 島 駅 周 辺 都 市 拠 点 総 合 整 備 事 業 に よ り 、

都 市 基 盤 の 再 整 備 や 交 通 結 節 機 能 の 強 化 を 進 め る な ど 、 に ぎ わ

い の あ る 新 た な 都 市 拠 点 の 形 成 を 図 る 。」こ と と し て お り 、こ の

内 、旧 国 鉄 用 地 に つ い て は 、上 町 ふ れ あ い 広 場 等（ か ん ま ち あ ）

と し て 整 備 し 、魅 力 あ る 新 た な に ぎ わ い 創 出 の 都 市 拠 点 と し て 、

平 成 2 8 年 1 0 月 か ら 供 用 し た と こ ろ で あ る 。

今 回 、 交 通 結 節 機 能 の 強 化 を 図 り 、 さ ら な る に ぎ わ い の 創 出

に 資 す る た め 、 鹿 児 島 駅 前 広 場 を 本 案 の と お り 変 更 し よ う と す

る も の で あ る 。

な お 、 今 回 の 決 定 に 併 せ 、 交 通 処 理 の 観 点 か ら 、 鹿 児 島 駅 前

広 場 を 都 市 計 画 道 路 「 海 岸 通 線 」 の 付 属 広 場 か ら 、 市 電 軌 道 を

有 す る 都 市 計 画 道 路 「 駅 前 本 通 線 」 の 付 属 広 場 へ 変 更 す る こ と

と す る 。
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市役所
県民交流

センター

長田中学校

かごしま

水族館

主な公共施設
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都市計画道路8・7・7号鹿児島駅自由通路を次のように追加する。

区　域 備考

番号 路線名 起　点 終　点
主　な
経過地

延　長
構　造
形　式

車　線
の　数

幅員
地表式の区間における
鉄道等との交差の構造

８・７・７
鹿児島駅
自由通路

鹿児島市
浜町

鹿児島市
浜町

鹿児島市
浜町

約
103m

地表式 － 3m
JR鹿児島本線と立体交
差

歩行者
専用道
路

「区域及び立体的な範囲は計画図表示のとおり」

鹿児島市浜町の区間（延長約73m、幅員約3m）において、立体的な範囲を定める。

計　　画　　書

鹿児島都市計画道路の変更（鹿児島市決定）

特
殊
街
路

種
別

名　　　称 位　　　置 構　　　造

立体的な範囲
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理 由 書

鹿 児 島 駅 周 辺 地 区 に つ い て は 、 鹿 児 島 の 北 の 玄 関 口 と し て 、

鉄 道 、 市 電 、 バ ス 、 フ ェ リ ー な ど の 公 共 交 通 機 関 が 集 積 し て い

る 一 方 で 、 交 通 相 互 の 結 節 機 能 や 待 合 環 境 が 十 分 と は 言 え ず 、

ま た 、 公 共 公 益 施 設 の 移 転 等 に 伴 う 地 区 の 活 力 低 下 へ の 対 応 が

必 要 と な っ て い る 。

『 鹿 児 島 都 市 計 画 都 市 計 画 区 域 の 整 備 、 開 発 及 び 保 全 の 方

針 』 及 び 『 か ご し ま 都 市 マ ス タ ー プ ラ ン 』 に お い て は 、「 旧 国 鉄

用 地 等 を 活 用 し た 鹿 児 島 駅 周 辺 都 市 拠 点 総 合 整 備 事 業 に よ り 、

都 市 基 盤 の 再 整 備 や 交 通 結 節 機 能 の 強 化 を 進 め る な ど 、 に ぎ わ

い の あ る 新 た な 都 市 拠 点 の 形 成 を 図 る 。」こ と と し て お り 、こ の

内 、旧 国 鉄 用 地 に つ い て は 、上 町 ふ れ あ い 広 場 等（ か ん ま ち あ ）

と し て 整 備 し 、魅 力 あ る 新 た な に ぎ わ い 創 出 の 都 市 拠 点 と し て 、

平 成 2 8 年 1 0 月 か ら 供 用 し た と こ ろ で あ る 。

今 回 、 交 通 結 節 機 能 の 強 化 と さ ら な る に ぎ わ い の 創 出 を 目 的

と し た 鹿 児 島 駅 前 広 場 の 整 備 に 併 せ 、 駅 周 辺 の 歩 行 環 境 の 向 上

及 び 公 共 交 通 機 関 利 用 の 利 便 性 の 向 上 に 資 す る 立 体 的 な 範 囲 を

有 す る 都 市 計 画 道 路 （ 特 殊 街 路 ） を 本 案 の と お り 決 定 し よ う と

す る も の で あ る 。
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